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《WE 認証者インタビュー》 
鉄道車両用機器製造は「人の命を預かること」 
―溶接士の実力が 100%発揮できる図面を目指して― 

 

 

 「鉄道車両用機器の製造に携わることは、人の命を預かること。なかでも溶接に関しては、

試験車両の段階から細心の注意を払って管理業務に臨む必要がある」と話すのは、2018 年 3 月

に日本溶接協会が認証する WE（溶接管理技術者）特別級、2019 年 2 月には IIW（国際溶接学

会）国際溶接技術者資格 IWE（国際溶接エンジニア）を取得した、ナブテスコ株式会社鉄道カ

ンパニーの櫻井京子氏。「IWE 取得を通じ、鉄道車両の溶接に関する EN 規格（欧州統一規格）

が製造事業者に対してなぜ国際溶接技術者を要求しているのか再認識する好機となった。まだ

取得して日が浅く勉強中の段階だが、将来は先輩の IWE 資格保有者がそうであるように、溶接

に関して自信を持って回答できる、また、IWE の責任を果たすことが目標」と抱負を語る。 

 

 

  

●2019 年 2 月に IWE 取得 

 同社鉄道カンパニーは、主力のブレーキシステム製品、ドアシステム製品をはじめ、各種試

験装置などを国内・海外市場に提供している。国内のブレーキシステム製品は約 50％、ドアシ

ステム製品は約 70％のシェアを占め、新幹線の旅客乗降用ドアについてはすべての車両に同社

の開閉装置が採用されている。 

現在は同社神戸工場（神戸市西区）の鉄道カンパニー開発部要素開発課に在籍。車両に搭載

する部品の溶接管理とともに、顧客のメリットなどを考慮した新製品開発を担当している。ま

た設計担当の IWE として、各種監査、工場認証の維持、溶接士の管理のほか、工場長直轄で溶

接施工状況の確認などにも携わる。 

櫻井氏は 2010 年 3 月に山形大学工学部機械システム工学科を卒業し、同年 4 月ナブテスコ

に入社した。同年 8 月に配属となった鉄道カンパニー技術管理部は認証取得を含め、欧州進出

に必要な環境を整える部門であり、EN 規格で鉄道車両の溶接に関する EN 15085 シリーズ（鉄

道分野―鉄道車両と機器の溶接）のパート 2（メーカの品質要求と認証）を取得するため、現
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場管理方法の変更や要員の資格取得を進めるとともに、規格の解釈、現場の改善、監査のため

の図面・作業手順の検証、監査の通訳などに携わった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

EN 15085-2 は、溶接工程を有する工場に求められる認証レベルに応じて CL1（車体、ブレー

キ、車外装置固定フレームなど）、CL2（ドア製品、パンタグラフなど）、CL3（車輪止め、座

席フレームなど）、CL4（設計・購入・組立のみ、溶接作業なし）に分類され、安全性に与える

影響に応じて要求される認証レベルが高くなる。また、CL1 認証レベルについては、IWE 資格

保有者が必須となる。 

同社は認証レベルの CL1（西神工場：神戸市西区）と CL4（神戸工場）を保有する。メーカ

認証の状況はオンライン（https://www.en15085.net/）で確認することができ、2019 年 10 月現在、

日本では 5 社 8 工場が認証されている。同社は国内で最初にドイツの認証機関から EN 15085-2

認証を取得した企業である（当時は CL2）。また、CL4 の認証書には、アディショナル・ウエ

ルディング・コーディネータの欄に IWE として櫻井氏の氏名が記されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EN 15085-2 CL1(製造工場)認証書（一部抜粋） 

新幹線用ブレーキ制御装置 スクリューコンプレッサ 
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EN 15085-2 CL4(設計・調達工場)認証書（一部抜粋） 

 

EN 15085 シリーズは溶接品質について、EN ISO 3834（金属材料の融接の品質要求事項）に

基づく管理を要求している。ISO 3834 シリーズはパート 1～6 の 6 部構成であり、パート 1 は

品質要求事項の水準選択基準、パート 2～4 は 3 水準の品質要求事項で、パート 2 から「包括

的」、「標準的」、「基本的」であり、EN 15085 では車体や台車のメーカには「包括的」を要求し

ている。同社はパート 2（神戸工場ならびに西神工場）を保有している。技術、生産技術、品

証、製造の各課に IWS（国際溶接スペシャリスト）が所属し、各工程を専門に担当している。

それを各工場担当の IWE がレスポンシブル・ウエルディング・コーディネータとして取りまと

めている。 

 

●2014 年の WE 2 級からステップアップ 

櫻井氏は技術管理部在籍時の 2014 年 9 月、日本溶接協会が認証する WE2 級を取得以降、

2015 年 2 月には IWS を取得した。 

「WE2 級を受験、取得後、余勢をかって数ヵ月で IWS を受験した。2016 年は WE2 級のサー

ベイランスの年だったが手続きはせず、WE1 級を受験することにした」 

2016 年 9 月には WE1 級取得とステップアップしたものの、次の目標となる WE 特別級では

それまでに感じたことのない大きな壁が目の前にたちはだかった。 

「2016 年 11 月、最初の WE 特別級試験は不合格だった。試験において、特に現場に関する

理解が不十分だったことを痛感した」 

神戸工場に勤務する櫻井氏は度々西神工場を訪れ、IWS を保有する職長に助けを求めた。

「溶接法が苦手で現場を見せてもらい納得しながら理解を深めた。もともと溶接士で溶接に関

する造詣が深い職長のサポートがなければ WE 特別級は取得できなかったと思う」 

WE 特別級に挑戦中の 2017 年 3 月、櫻井氏は開発部へ異動。車両下に取り付けられる部品で、

吊り手部分が溶接構造の空気圧縮機の開発を担当することになり「IWS を取得していたので積
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極的に現場へ出向いた」。2017 年 6 月の試験では再度不合格となったが同年 12 月の試験には合

格し、2018 年 3 月、WE 特別級に登録された。2018 年 3 月、部署内異動で新製品開発を担当す

ることになり、2019 年 2 月 IWE 登録を果たした。 

「従来 IWE は 2 人在籍していた。2 工場に各 1 人の責任者（レスポンシブル）という位置付

けであり、サポート役をもう 1 人ということでチャレンジが始まった。もともとクイズが好き

で知識を詰め込んでいくことは苦にならない。また、理にかなうものが好きで溶接も理にかな

うと面白いと感じた。ただ、WE 特別級は過去問だけでも教科書だけでも太刀打ちできず、広

く、深い知識が要求された。IWE に登録されたとはいえ、いまだ勉強中の身であり、現状には

納得していない」 

取材中、櫻井氏は繰り返し「人の命を預かっている」立場であることを強調した。「最近は

主に設計部門と関わるなかで、やはり図面は溶接士の実力が 100％発揮できるものでなければ

ならない。当社の溶接士は技量が高いゆえに、仮に複雑な構造であっても設計変更の検討をす

る以前に溶接が終了するのだが、適切な溶接管理が不可欠という観点で言えば、ここで物を申

せるようにならなければならない。溶接士だからできる、ロボットだからできない。そこに甘

んじない提案、アドバイスができればと考えている。教科書と現場、知識と知恵をあわせて、

人の命を預かる立場として相応の責任を果たしていきたい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EN ISO 3834 認証書（一部抜粋） 

 

 

 

 


